
 

 

令和 5年度第 4回丹波篠山市総合教育会議 議事録 

 

 

１ 日 時 

    令和 5年 12月 12日（火）  13時 55分～14時 57分 

 

２ 場 所 

    丹波篠山市役所第２庁舎 ２－３０１・３０２会議室 

 

３ 会議に出席した構成員 

    市   長  酒井 隆明 

    教育委員会 

     教 育 長  丹後 政俊 

     教育委員  西田 正志 

     教育委員  山本 恭子 

     教育委員  鈴木 友美 

     教育委員  吉良 佳晃 

 

４ 事務局出席者 

    学 校 教 育 部   部 長 西羅 忠和 

    こども未来部   部長 稲山  悟 

    社 会 教 育 部   部 長 小林 康弘 

    学 校 教 育 部   次 長 岸田 幸雄 

    教育総務課    課長 酒井 寛興 

    教育総務課  課長補佐 山内 俊秀 

 

５ 次第及び協議事項 

    別紙の通り 
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酒井市長 

 

 

 

酒井市長 

 

 

 

酒井課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

 

 

酒井市長 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

 

 

吉良委員 

1 開会 

皆様、お忙しい中ありがとうございます。本日でまとめられればと思い

ますのでよろしくお願いします。 

 

2 協議事項 

（１）教育大綱の策定について 

前回の会議での意見及びその後に提出いたいた意見に基づき、教育大綱

（素案）を資料 1 に、意見及び対応一覧を資料 2 にまとめている。それで

は資料について、 教育委員会事務局より報告願う。 

 

●資料に基づき説明 

  

＜主な意見交換内容＞ 

１．ふるさと教育 

(1)丹波篠山は魅力あふれるまち････日本遺産のまち、農の都 

(2) 丹波篠山の食をいかす････学校給食日本一 

(3)自然とふれあう教育････学校にヒーローをつくろう 

＜特に意見なし＞ 

 

２．子ども・子育て支援の充実 

(1)子育ていちばん、子育て応援のまち････魅力あふれる子育てのまち 

(2)人としての土台・基礎を築く幼児教育････丹波篠山だから ぐんぐんの

びる 

(3)就学前の保育・教育環境の整備･･･より円滑な保育・教育の展開 

「～行政・市民・商工業者・企業がともに子育て支援・子育て応援～」

について、行政と市民は分かるが、商工業者・企業の表現に違和感がある。

企業だけであれば先進的な取組をされている企業を指すと考えたが、商工

業もあると、農業は記述する必要がないのかという考えも出てくる。 

農業者も含め「事業者」とする。 

また、「～妊娠期から産後までマンツーマンでサポート～」は少し分か

りにくいので「～妊娠期から産後まで一人一人に寄り添ってきめ細やかに

サポート～」に修正する。 

「～名誉市民・河合雅雄さん～」については、既に亡くなられているの

で、「～名誉市民であった故河合雅雄さん～」に修正する。 

「～朝日とともに目覚め、たのしく食べて、たっぷり遊んで、ぐっすり

眠るといった基本的な生活習慣を身につけるには抜群の環境が整ってい

て、ワクワク、ドキドキの体験の連続です」との記述については、都会と

違う環境にあることを示したいと理解するが、少し分かりにくい。 

「豊かな自然のリズムに合わせ、」を加筆し、「朝日とともに目覚め、
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山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

酒井市長 

 

 

酒井市長 

 

 

西田委員 

 

酒井市長 

 

西田委員 

吉良委員 

丹後教育長 

 

 

酒井市長 

 

 

 

 

 

 

たのしく食べて、たっぷり遊んで、ぐっすり眠るといった基本的な生活習

慣を身につけるには抜群の環境が整っています」と修正してはどうか。 

「～私立こども園とは施設訪問や職員研修～」の記述について、「とは」

の「は」を削除した方が分かりやすいと思う。 

 

３．地域とともにある学校 

(1)コミュニティ・スクール････市民みんなが学校づくり 

(2)高齢者とともに学ぶ････おじいちゃん・おばあちゃんも学校へ 

＜特に意見なし＞ 

 

４．学力の確立と向上 

(1) 読み、書き、計算、自己表現････誰一人取り残さない 

(2) 市内高等学校との連携････丹波篠山で共に学ぶ 

＜特に意見なし＞ 

 

５．学校部活動の充実 

 「～部活動に携わる教員の負担軽減や適正化～」の適正化は何を指すの

か。 

 負担軽減と重複しているので削除する。 

 

６．スポーツに親しむ 

 「～市スポーツ振興官～」の「市」は削除する。 

 「～丹波篠山 ABCマラソン大会、兵庫県高校駅伝大会～」を加筆したが、

他に入れるべきものはあるか。 

 兵庫県高校駅伝大会については、主催ではなく支援している大会であり、

並列表記でよいのか。 

 歴史もあり、市民にも馴染みのある大会であることから記述した。ホッ

ケー競技についてはどうか。 

 国体競技からの流れもあり、入れた方が良い。 

 その後のホッケータウン認定もあり、入れた方が良いと思う。 

 ホッケーについては、大会を必ず本市で開催している訳ではないので、

ホッケー競技とし、あわせてマラソン、駅伝については「大会」を削除し

てはどうか。 

 それでよい。 

 

７．丹波篠山ならではの文化を育む 

(1)歴史文化の継承 

(2)新たな文化の創造 

＜特に意見なし＞ 
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丹後教育長 

酒井市長 

 

酒井市長 

 

 

 

８．あいさつの励行 

＜特に意見なし＞ 

 

策定日は本日、12月 12日でよいか。 

それでよい。 

 

皆様、ありがとうございました 

数回に及ぶ協議を経て立派な大綱ができた思うので、これに沿っての取

組をお願いする。合わせて、学校、教育者への周知をお願いしておく。 

 

 

 


